
⑦ヶ
麻
生
氏
ら
と
会
談

森謗侯さ受麻坤の
実

ｗ狙
い

い今
月

に参
院

心談
会

凹倒
し

入

っ

陣国
会

議
員
に
直
接
説
明
し
、
意
見

を
聞
く
機
会
を
早
期
に
設
け

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
。自

民
の
木
原
誠
二
選
対
委

員
長
は
２２
日
の
Ｂ
Ｓ
ｌｌ
番
組

参
院
選
で

「ス
パ
イ
防
止

法
」
の
制
定
を
主
張
し
た
国

民
民
主
党
と
参
政
党
が
隠
進

し
た
こ
と
で
、
同
法
の
制
定

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

自
民
党
や
日
本
維
新
の
会
も

で
、
衆
参
両
院
で
少
数
与
党

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け

「下

野
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
得
る
。

選
択
肢
の
一
つ
だ
」
と
述
べ

た
。
野
党
に
政
権
を
明
け
渡

す
こ
と
を
執
行
部
の
一
員
が

前
向
き
な
見
解
を
示
し
て
い

る
。
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
の

動
き
は
、
人
権
侵
害
へ
の
懸

念
な
ど
を
背
景
に
浮
か
ん
で

は
消
え
る
歴
史
を
繰
り
返
し

て
お
け
、
各
党
の
足
並
み
が

事
実
上
容
認
す
る
発
言
で
、

極
め
て
異
例
だ
。

木
原
氏
は
２２
日
の
Ｂ
Ｓ
番

組
で
、
河
野
太
郎
選
対
委
員

長
代
理
か
ら
辞
表
が
提
出
さ

れ
、
了
承
し
た
と
明
ら
か
に

し
た
。
河
野
氏
は
２２
Ｂ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
番
組
で
党
執

行
部
の
刷
新
を
要
求
し
た
。

そ
ろ
う
か
が
焦
点
と
な
る
。

参
政
の
神
谷
宗
幣
代
表
は

２２
日
の
記
者
会
見
で
、
ス
パ

イ
防
止
法
制
定
を
目
指
す
理

由
を

「世
界
で
日
本
だ
け
な

か
っ
た
。

（政
府
は
）

『
セ

「ス
パ
イ
防
止
法
」
現
実
味

解
癖
　

参
政
と
日
民
躍
進
、
環
境
変
化

「主
張
」
　

　

　

２

石
破
降
ろ
し
加
速
　
３

連
合
系
候
補
明
暗
　
５

得
票
数
・率
　
　
６
、
７

一
時
４
万
円
台
に
　
１１

参
院
「良
識
」求
む
　
２０

参
院
選
関
連
記
事

り`単五快

己寺)が原発を最
I

型原発の開発

iの建て替え推進
「針を閣議決定

「画を改定。「原発
9低減する」との
苔え要件を緩和

発での新設に向
十を発表

福
島
事
故
後
初

エ
ネ
政
策
転
換
点

関
西
電
力
は
２２
日
、
美
浜

一研
温
如
撚
勒
Ｈ
踪
剪
ヾ
汁
鞍
一 キ

ュ
リ
テ
イ
ー
・
ク
リ
ア
ラ

ン
ス

（
Ｓ
Ｃ
ヽ
適
格
性
評

価
）
』
の
法
案
な
ど
を
作
っ

た
が

『
抜
け
穴
』
も
ぁ
る
」

と
強
調
し
た
。

参
政
は
参
院
選
で

「日
本

版
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
制
定

を
主
張
。「経
済
安
全
保
障
な

ど
の
観
点
か
ら
外
国
勢
に
よ

る
日
本
に
対
す
る
侵
略
的
な

行
為
や
機
微
情
報
の
盗
取
な

ど
を
機
動
的
に
防
止
・
制
圧

す
る
仕
組
み
を
構
築
」
す
る

と
訴
え
た
。
神
谷
氏
は
２．
日

に
は
「他
党
で
も

『必
要
だ
』

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と

述
べ
（
法
案
の
共
同
提
出
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

そ
の

一
つ
が
国
民
民
主

だ
。
参
院
選
で
は
Ｇ
７

（先

進
７
カ
国
）
諸
国
と

「同
等

レ
ベ
ル
の

『
ス
パ
イ
防
止

法
』
を
制
定
す
る
」
と
掲
げ

た
。
維
新
も

「諸
外
国
並
み

の
ス
パ
イ
防
止
法
を
制
定
し

情
報
安
全
保
障
を
強
化
す

る
」
と
主
張
し
た
。

問
題
意
識
は
与
党
の
自
民

も
共
有
し
て
い
る
。
参
院
選

終
盤
に
公
式
Ｘ

（旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
で
、
党
の
調
査
会
が

５
月
に

「諸
外
国
と
同
水
準

の
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
導
入

検
討
を
促
す
提
言
を
政
府
に

申
し
入
れ
た
と
紹
介
。

「す

べ
て
の
不
安
と
脅
脱
に
立
ち

「スパイ防止法」を巡る主な訴え

諸外国と同水準の
スパイ防止法の導
入に向けた検討

語外国並みのスパ

イ防止法を制定し情

報安全保障を強化

G7諸国と同等レベ

ルのスパイ防止法を

制定。サイパー空間

を含めたスパイ行為

全般を処罰対象とす

る法整備を進める

外国勢による日本に

対する侵略的な行

為や機微情報の盗

取などを機動的に防

止・制圧する仕組み

を構築

日本維新の会

国民民主党

参政党

自民党

査
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し

風
Ｊ
一子
争
ｒ
ａ
ミ
Ｈ
■
■
子
口
　

・雪
氏
宝
口
〓
孝
仲
入

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

（織
田
淳
嗣
）

＝
２
面
に

「主
張
」
、

１１

面
に

「電
力
需
給
逼
迫
」

向
か
い
、
安
全
、
安
心
な
社

会
を
守
り
抜
く
」
と
し
た
。

自
民
は
昭
和
６０
年
、
最
高

刑
を
死
刑
と
す
る

「国
家
秘

密
法
」
を
議
員
立
法
で
提
出

し
た
が
、
基
本
的
人
権
を
侵

害
す
る
と
の
反
発
を
受
け
て

廃
案
に
な
っ
た
。
自
民
幹
部

は

「昔
は

『
ス
パ
イ
防
止
法

反
対
』
と
書
か
れ
た
抗
議
の

は
が
き
が
た
く
さ
ん
党
本
部

に
寄
せ
ら
れ
た
」
と
振
り
返

っ
た
上
で
、

「最
近
は
安
全

保
障
の
概
念
が
変
わ
っ
た
。

情
報
戦
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て

き
た
」
と
環
境
の
変
化
を
指

摘
し
た
。
　

（内
藤
慎
一し

＝
３
面
に

「問
題
意
識
」

外
国
勢
力
の
選
挙
介
入

デ
ジ
タ
ル
相
「新
法
も
」

平
将
朋
デ
ジ
タ
ル
相
は
２２

日
の
記
者
会
見
で
、
外
国
勢

力
に
よ
る
選
挙
介
入
に
つ
い

て
新
法
制
定
も
合
め
た
対
策

の
検
討
が
外
要
と
の
認
識
を

示
し
た
。

「
（政
府
の
対
策

が
）十
分
で
は
な
い
。早
急
に

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。
介
入
の
具
体
例
は

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
生
成

Ａ
Ｉ

（人
工
知
能
）
の
発
達

に
よ
っ
て

「外
国
か
ら
選
挙

最
年
窟

い
た
だ

※
一娑

て
い
ま
郎

に
介
入
す
る
輩

き
た
」
と
指

，

対
策
を
進
め
ウ

ト
ラ
リ
ア
な
い

を
参
考
に
課
市

理
す
べ
き
だ
・

旅作家。小林希さんと行く西之島
ま 3
で 4
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